
　

立
正
大
学
の
地
球
環
境
科
学
部
は

人
文
・
社
会
系
の
地
理
学
科
と
理
系

の
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
か
ら
な
り
、

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
は
さ
ら
に
生

物
・
地
球
コ
ー
ス
と
気
象
・
水
文
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
い
る
、
文
理
融
合

型
の
学
際
系
学
部
だ
。
地
球
環
境
科

学
部
で
の
学
び
の
特
徴
に
つ
い
て
、

学
部
長
の
鈴
木
厚
志
教
授
は
、
こ
う

紹
介
す
る
。

「
例
え
ば
、
地
理
学
で
あ
れ
ば
人
文

地
理
学
や
自
然
地
理
学
、
環
境
シ
ス

テ
ム
学
で
あ
れ
ば
環
境
気
象
学
や
環

境
生
物
学
な
ど
、
１
つ
の
学
問
は

様
々
な
要
素
を
内
包
し
て
い
ま
す
。

本
学
部
は
そ
れ
ら
の
う
ち
１
つ
の
要

素
だ
け
に
没
頭
し
て
取
り
組
む
の
で

は
な
く
、
広
範
な
領
域
を
扱
い
な
が

ら
、
総
合
的
・
横
断
的
な
教
育
と
研

究
を
め
ざ
す
精
神
を
も
っ
て
い
ま
す
。

学
部
開
設
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
は
実
情
に
合
わ

せ
て
少
し
ず
つ
更
新
し
て
い
ま
す
が
、

物
事
を
多
角
的
に
捉
え
る
学
び
を
一

貫
し
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
１
つ

の
特
徴
と
言
え
ま
す
」

　

学
び
の
領
域
と
し
て
は
、
地
理
学

科
に
は
人
文
地
理
学
、
自
然
地
理
学
、

地
図
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
測
量
。
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
に
は
環
境
情
報
学
、
環
境

生
物
学
、
環
境
地
学
、
環
境
気
象
学
、

環
境
水
文
学
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
複
合
的
に
学
び
、
時
に
は
分
野
間

を
跨
ぎ
な
が
ら
地
球
環
境
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
地
球
環
境
科
学
部

の
ね
ら
い
と
い
う
わ
け
だ
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

五
感
を
働
か
せ
な
が
ら

情
報
収
集

　

も
う
１
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
宿

泊
を
伴
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
両

学
科
と
も
に
必
修
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
鈴
木
学
部
長
が
説
明
す
る
。

「
地
球
環
境
を
学
ぶ
に
は
、
人
間
、

社
会
、
自
然
と
い
っ
た
様
々
な
事
柄

に
つ
い
て
、
個
別
に
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
を
見
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

教
科
書
や
映
像
資
料
で
の
学
び
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
も
の
ご
と
が
起

き
て
い
る
現
場
に
赴
き
、
そ
こ
で
生
活

す
る
人
た
ち
と
共
に
時
間
を
過
ご
し
、

五
感
を
働
か
せ
な
が
ら
情
報
収
集
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
、
事
前
準
備
か
ら
始
ま

り
、
現
地
で
の
観
察
、
大
学
に
戻
っ

て
か
ら
の
分
析
や
取
り
ま
と
め
と
い

っ
た
一
連
の
行
動
を
通
じ
て
、
学
生

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
」

　

卒
業
ま
で
に
、
地
理
学
科
で
は
10

日
間
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
で
は
11

日
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
全
員

が
参
加
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
海
外

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。
地
理
や
環
境
を
学
べ
る

学
部
は
他
大
学
に
も
あ
る
が
、
大
学

外
で
の
学
び
を
こ
こ
ま
で
重
視
す
る

学
部
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

「
残
念
な
が
ら
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
今
ま
で
通
り
に
い
か
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

我
々
の
学
び
に
は
観
察
と
調
査
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
形
を
変
え
て
、
ど
う

に
か
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
で

き
な
い
か
、
検
討
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」（
鈴
木
学
部
長
）

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
重
視
の
考
え

方
は
、
大
学
の
入
り
口
と
な
る
入
学

試
験
に
も
表
れ
る
。総
合
型
選
抜（
従

来
の
Ａ
Ｏ
入
試
に
相
当
）
で
は
、
地

理
学
科
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
２
方
式
を
、
環
境
シ
ス
テ

ム
学
科
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
方
式
、

課
題
解
決
方
式
の
３
方
式
を
採
用
し

て
い
る（
＊
１
）。
鈴
木
学
部
長
は
言
う
。

「
特
に
独
自
性
が
強
い
の
は
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ
は
学
科
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
例
え
ば
地
理
学
科
で
は
受
験

生
の
地
元
に
つ
い
て
『
地
理
的
に
』

調
べ
て
も
ら
い
、
紹
介
を
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。
地
元
を
紹
介
す
る
に

し
て
も
、
地
域
の
発
達
、
交
通
、
経

済
活
動
な
ど
、
様
々
な
視
点
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
見

る
か
を
受
験
生
自
身
が
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
準
備
は
自
宅
で
行

い
ま
す
の
で
、
当
然
高
校
の
先
生
や

保
護
者
の
方
の
助
言
を
得
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
受
験
生
本

人
が
き
ち
ん
と
理
解
し
、
自
分
の
言

葉
で
語
れ
る
か
ど
う
か
を
評
価
し

て
い
き
ま
す
」

地
球
環
境
科
学
部
の

こ
れ
か
ら
の
役
割
と
は

　

地
球
環
境
科
学
部
は
１
９
９
８
年

当
時
、
人
類
が
直
面
し
て
い
た
地
球

環
境
問
題
の
改
善
や
解
決
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
た
今
で
は
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「“CA
R
ELO

GY
”

（
＊
２
）、
す
な

わ
ち
、
地
球
を
ケ
ア
す
る
こ
と
を

我
々
の
使
命
と
捉
え
て
い
ま
す
。
人

種
、
経
済
格
差
、
環
境
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
問
題
つ
い
て
、
様
々
な
事
柄
同

士
の
関
係
性
に
着
目
し
な
が
ら
、
修

復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
３
）
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
学
部
で
の
学
び
は
、
こ
れ

と
と
て
も
密
接
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
鈴
木
学
部
長
）

使
命
を
担
う
人
材
を
育
成

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
地
球
を
ケ
ア
す
る

立
正
大
学 

地
球
環
境
科
学
部

酸
性
雨
、
砂
漠
化
、
森
林
破
壊
と
い
っ
た
地
球
環
境
問
題
が
国
際
的
な
関

心
事
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
１
９
９
２
年
に
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
採
択
さ

れ
た
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
98
年
に
設
置
さ
れ
た
の
が
立
正
大
学
の
地
球

環
境
科
学
部
（
地
理
学
科
・
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
）
だ
。

21
世
紀
に
入
り
、
地
球
環
境
は
さ
ら
な
る
変
化
を
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な

今
こ
そ
注
目
し
た
い
地
球
環
境
科
学
部
で
の
学
び
に
つ
い
て
、
学
部
長
の

鈴
木
厚
志
教
授
に
お
話
を
聞
い
て
み
た
。

　

地
理
学
科
で
は
貧
困
の
解
消
や
安

全
で
公
正
な
社
会
の
構
築
、
環
境
シ

ス
テ
ム
学
科
で
は
気
候
変
動
の
対
策

や
海
洋
・
海
洋
資
源
の
保
全
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
明
示
さ
れ
た
17
の
目

標
に
直
接
結
び
つ
く
学
び
が
多
い
。

私
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
は
時
代

に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
、
そ
の
背
後

に
あ
る
よ
り
大
き
な
課
題
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
だ
。

　

最
後
に
、
鈴
木
学
部
長
に
進
路
指

導
教
諭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学
び
を
重
視
し

て
い
ま
す
の
で
、
な
ん
と
い
っ
て
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
受
験
生
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
日
焼
け
や
虫
刺

さ
れ
を
気
に
し
な
い
よ
う
な
方
だ
と

良
い
で
す
ね
（
笑
）。
学
生
た
ち
の

好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
学
生
ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん
知

識
を
増
や
し
、
大
き
な
成
長
が
期
待

で
き
ま
す
」

取
材
・
文　

雫　

純
平
（
大
学
通
信
）

＊1：入試方式・内容は変更する可能性があ
る。詳細は学生募集要項を参照。

＊2： 「care」と「logy」を組み合わせた、立正
大学による造語。

＊3：2015年に国連サミットで採択された
「Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」のこと。2030年までの国際
目標として、現在17のゴールに向けて世界各
国で取り組みが進められている。

地球環境科学部長
鈴木厚志教授
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